
監
訳
に
あ
た
っ
て

中
国
陶
瓷
の
全
貌
を
概
観
し
た
大
著
に

最
新
の
知
見
を
織
り
込
ん
だ
決
定
版

�

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
館
長
　
出
川�

哲
朗

　
中
国
の
陶
瓷
器
は
、
時
に
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
器
物
と
し
て
文
化
史
に
よ
り
そ
い
、
時
に
歴
代
の
皇
帝
の
宝
物
と

し
て
美
術
史
の
中
で
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
ま
た
副
葬
品
と
し
て
、長
き
眠
り
に
つ
き
、再
び
姿
を
現
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

貿
易
陶
瓷
と
し
て
海
外
に
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
で
大
切
に
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。
新
石

器
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
中
国
瓷
磁
の
歴
史
は
世
界
に
類
を
み
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ

の
広
大
な
国
土
と
悠
久
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
陶
瓷
器
の
全
貌
を
概
論
す
る
こ
と
は
、
尋
常
一
様
の
努
力
で
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
大
著
『
中
国
陶
瓷
史
』
は
中
国
陶
瓷
研
究
の
権
威
と
し
て
著
名
な
葉
喆
民
氏
（
一
九
二
四

〜
二
〇
一
八
）
が
長
年
の
研
究
蓄
積
を
も
と
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
増
補
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
、
日
本

語
版
は
こ
の
増
補
改
訂
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
中
国
陶
瓷
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
し
、
次
々
と
新
発
見
・
新
知
見
が
相
次
い

で
い
た
。
今
回
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
著
者
か
ら
了
解
を
得
た
上
で
、
詳
細
な
訳
注
な
ど
を
加
え
て
そ

れ
ら
新
知
見
を
織
り
込
む
と
と
も
に
、
挿
図
の
一
部
を
、
出
土
地
の
明
ら
か
な
作
品
や
評
価
の
高
い
世
界
的
名
品
と
さ
れ

る
作
品
に
差
し
替
え
る
な
ど
の
改
変
を
行
っ
た
。
掲
載
写
真
は
実
に
一
四
〇
〇
点
あ
ま
り
に
も
及
び
、
類
書
に
は
な
い
充

実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
著
に
あ
る
陶
瓷
器
専
門
用
語
の
中
国
語
と
英
語
の
対
照
表
に
日
本
語
の
用
語
を

加
え
た
リ
ス
ト
を
巻
末
に
付
し
、
読
者
の
便
を
図
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
本
書
日
本
語
版
の
完
成
を
見
る
前
に
、
著
者
葉
喆
民
氏
は
ご
逝
去
さ
れ
た
が
、
学
術
的
に
価
値
の
高
い

ま
た
鑑
賞
的
価
値
の
高
い
氏
の
畢
生
の
大
著
の
日
本
語
版
を
こ
う
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
陶
瓷
研
究
家
と
し

て
感
に
堪
え
な
い
。
今
後
中
国
陶
瓷
の
研
究
者
・
愛
好
家
に
末
永
く
読
み
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
る
。

［
原
著
者
略
歴
］

葉 

喆
民
（
よ
う 

て
つ
み
ん
）

一
九
二
四
年
生
ま
れ
。
幼
い
頃
よ
り
父
親
で
あ
る
陶
瓷
学
者
の
葉
麟

趾
教
授
、
そ
の
後
故
宮
博
物
院
の
陳
万
里
、
孫
瀛
洲
両
氏
よ
り
陶
瓷

史
を
学
ぶ
。
中
国
各
地
の
代
表
的
な
窯
址
の
現
地
調
査
と
と
も
に
、

博
物
館
が
所
蔵
す
る
陶
瓷
器
の
鑑
定
な
ど
も
行
う
。
一
九
七
七
〜

八
五
年
に
は
初
め
て
汝
窯
窯
址
を
発
見
・
認
定
。
ま
た
北
京
大
学
ほ

か
で
中
国
陶
瓷
史
、
中
国
書
法
史
な
ど
の
講
義
も
行
い
、
多
く
の
学

生
を
育
て
た
。
著
書
に
『
中
国
古
陶
瓷
科
学
浅
説
』『
中
国
陶
瓷
史

網
要
』『
汝
窯
聚
珍
』『
中
国
磁
州
窯
』
な
ど
多
数
。
二
〇
一
八
年
没
。

［
監
訳
者
略
歴
］

出
川 

哲
朗
（
で
が
わ
　
て
つ
ろ
う
）

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
物
性
物
理
学
科
卒
業

後
、
大
阪
大
学
文
学
部
美
学
科
卒
業
。
同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
学
芸
員
、
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
学

芸
員
、
同
学
芸
課
長
を
経
て
、
現
在
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
館

長
。
著
書
に
『
明
末
清
初
の
民
窯
』（
共
著
）、『
ア
ジ
ア
陶
芸
史
』（
共

著
）
な
ど
。
第
三
二
回
小
山
冨
士
夫
記
念
賞
（
平
成
二
三
年
）
受
賞
。

❖�本書は増補改訂版『中国陶瓷史』（葉�喆民著、2011 年刊）を
底本とし、同書刊行後の新たな研究成果を盛り込むためその
一部に変更を加えた、新訂の日本語版である。
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経済にも広く言及しており、中国陶瓷が世界を席巻した時代
の壮大な文化史として、幅広い読者層を想定した内容となっ
ている。
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❖�日本の読者に分かりにくい箇所、最新の文献情報などについ
ては、適宜訳注で解説や付加情報を施した。

❖�巻末には、中国陶瓷史に関する年表を付し、読者の便を図っ
た。また「中国古陶瓷用語対応表」では、「古陶瓷用語」「古
器種・器形」「器物の色調・色彩」「文様・意匠」「代表的な
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した。
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第十二章　清代陶瓷業の繁栄 第二節　景徳鎮窯の復興と発展636 637

種類の嬰戯図は宮中へ奉納するために宮廷画家の金延際の筆によるものであり、描
かれた人物は本物のようであり、人々に愛されたのである。
　乾隆年間、琺瑯彩瓷には、さらに西洋の人物や景色の装飾文様も出現している。
その筆致は柔和であり、筆書とは思えないような豊かな色彩であり、焦点透視方法
を用いている。これにより画面上の人物および背景上の建築物に立体効果が表れる
のである。これらはいずれも瓷器製作の陶工が西洋の画法を琺瑯彩の絵付技術に取
り入れた結果である。例えば、ある双耳瓶は、開光（窓絵）内には西洋人物を描い
ており、画面の人物の顔に明暗をつけており、衣装は華麗で背景の建築物を明確に
見ることができる。これらの図案は題材から画法まで西洋の雰囲気があり、乾隆琺 
瑯彩瓷が西洋の画風の影響を受けていたという典型的な作例である【図版 12-57】。
乾隆琺瑯彩瓷の中で、さらに非常に特殊な方法がある。それは琺瑯色の地の上に、
一種、針と同じような工具を用いて鳳尾状の装飾を彫るものであり、「軌道」と称
される。軌道の地の上に再び絵画装飾を行うのであり、その構成は十分に華麗な錦
地の花卉装飾である。清の宮廷の内務府の文書には「錦上添花」と称されている。
もう一種類、藍紫地花卉双連瓶は、全体に軌道技法を採用しており、軌道地の上に
は黄、白、緑、紅などにより纏枝花卉が描かれ、その造形は優美で、巧みな作りで
あり、明らかに銅胎画琺瑯の効果が見られる。このような軌道技法は乾隆以降、非
常に少なくなる。嘉慶年間においては粉彩器の上で用いられることはあったが、し
かし乾隆年間の琺瑯彩には遠く及ばない。
　乾隆琺瑯彩の胎も同様に景徳鎮の白胎瓷器が使用され、銘の多くは藍色の顔料を

12-56　清乾隆琺瑯彩竹石文瓶
（大英博物館〈P. デイヴィッド・
ファンデーション〉蔵）
12-57　清乾隆琺瑯彩西洋人物
双耳瓶（故宮博物院蔵）

12-54　清乾隆琺瑯彩豆青地開光山水詩句文瓶（故宮博物院蔵）
12-55　清乾隆琺瑯彩嬰戯図双連瓶（故宮博物院蔵）

第二章　新石器時代における陶器の分布と編年 第一節　黄河流域の新石器時代陶器20 21

人頭像が表され、胴部には浮彫りと彩色により女性の身体が表されている。もう１
点は頸部に人頭像が貼り付けられ、それは中空で流（注口）としても使用でき、顔
や体は明瞭に表されている【図版 2-25】。この他、1971 年に民和県城で彩陶壺が１
点出土しているが、胴部には手捻りによる人頭像が貼り付けられている。これら馬
廠類型の彩陶の高い技術と粗放で質朴な作風がはっきりと表れているものと言え
る。
　注目に値するのは、馬廠類型の彩陶壺には下腹部あるいは底部に様々な種類の符
号が記されており、集成すると 50 数種類にものぼることである。この点を仰韶文
化半坡類型の彩陶盆上に見られる符号と比較すると、両者はかなり類似しており、
両者の間に何らかの関係があったのではないかと思わせるほどであり、今後の発見
事例の増加と研究が待たれる。
　上述の３つの類型の彩陶の違いは、考古学者の間でも異なる見解が存在してい
た。文化的な様相が類似しているので、馬家窯類型が仰韶文化に属するという考え
もあった。また半山と馬廠類型を別の名称で捉えるべきであるとし、半山－馬廠文
化と称することもある。現在でも半山文化、馬廠文化と分けて称すべきであるとい
う見解もある。

階と比べると粗放な雰囲気になっている。壺の肩部にはあまり規則的になっていない
２つの条文が見られるものもあり、この器形の流行が終焉にむかっているような作風
となっている。この流れと次に出現する斉家文化との影響関係は不可分である。これ
らの器物の発展の規則性と後の瓷器の盛衰とは同じ軌道上にあるのである。
　馬廠類型の彩陶製作は一般的に見るとかなり粗雑であり、紅色陶衣（化粧土）を
一層、器の表面に掛けるものも見られる。彩絵は黒色が主で、紅色（紫がかった深紅

色、あるいは濃赤色）のものも見られる。紅彩は器物の口唇部や頸部から肩部にかけ
て一周ぐるりと施されることが多く、その他にも胴部の文様の輪郭線や曲線などに
も用いられる。また単色紅彩による彩色の下に白色陶衣（化粧土）を掛けているも
のも少量ではあるが見られる。文様は一部半山類型の特徴を継承しているが、それ
以外に人形文、貝形文、曲折文、方格文、三角文、十字文、X 字文、連珠文、羽毛
文、菱形文などが見られる。その中でも蛙文、菱形文、雷文、波折文と四大圏文は
最も流行しており、壺、罐上に多く見られる【図版2-24】。馬廠類型の彩陶は幾何学
文が主体で、動植物文様も見られる。この他、浮彫りや手捻りの手法も見られる。 
例えば、1974 年青海省楽都県柳湾出土の２点の彩陶壺（罐）がある。１点は頸部に

10

1
2

4

3

7
65

98

図 2-4　馬家窯文化彩陶
石嶺下類型：1. 瓶
馬家窯類型：2. 罐　3. 盆　4. 豆
半山類型：5. 単耳罐　6. 壺　7. 甕
馬厰類型：8，9双耳瓶　10. 単耳
罐
（1甘粛省甘谷西坪　2甘粛省永
靖三坪　3甘粛省蘭州王保保城　
4甘粛省蘭州小坪子　5甘粛省景
秦張家台　6，7甘粛省広河地巴
坪　8 甘粛省蘭州白道溝坪　9，
10甘粛省永昌鴛鴦池）
図版は中国硅酸塩学会主編『中国
陶瓷史』図九より転載

2-21　馬家窯文化半山類型彩陶双耳
壺（甘粛省博物館蔵）
2-22　馬家窯文化半山類型彩陶螺旋
文双耳壺（甘粛省蘭州出土、甘粛省
博物館蔵）
2-23　馬家窯文化半山類型彩陶螺
旋文帯流罐（甘粛省蘭州美廟坪出土、
甘粛省博物館蔵）

第十章　新しい道を開いた元代瓷器 第一節　景徳鎮及びその類型454 455

４．鴛鴦、蓮花文
　罐、盤、碗、瓶などには主文様が常に表されている。その特徴は荷花、荷葉を器いっ
ぱいに配さないことである。1970 年に北京旧鼓楼大街元代窖蔵から玉壺春瓶が１
点出土している。瓶の腹部には一対の鴛鴦が荷蓮の間を戯れている。鴛鴦の下には
水波文がシンプルに描かれ非常に可愛らしい【図版 10-16】。英国のケンブリッジ大 
学博物館に収蔵されている青花高足杯は、内面に鴛鴦臥蓮図が描かれ、外面には連
続した纏枝蓮花文が描かれている。内外面の文様の意味は連続しており、婚姻によ
る幸福と夫婦の調和を象徴する吉祥文様となっている。
　蓮花と鴛鴦以外に、元青花の装飾は常に独特な文様が描かれる。首都博物館が所
蔵する青花梨形小壺は、外面はわずかに一束の蓮花のみが描かれ、その構図は朗ら
かとしており、高貴な雰囲気が表されている。1977 年、安徽省安慶市出土の青花
稜花口小盤の１点には、池の上に咲く蓮花が一面に描かれ、非常に格調が高い雰囲
気がでている。
５．変形蓮弁文（ラマ式蓮弁文）

　変形荷花弁とも称されている。元の瓷器に一般的に見られる文様を応用したもの
で器の縁付近に描かれるものであり、時代的な特徴をよく表している。多くは瓶、
罐、觚、水注の肩部、高台側面に描かれるほか、碗、盤、匜などの口縁の外面ある
いは高台一帯に描かれる。形式は多種多様であり、太い線と細い線を組み合わせて

1

2

3

4

5

6

7

8 9

図 10-1　元青花花卉文の典型的
特徴
1. 罐　2. 碗　3. 盤

図 10-2　元青花山石文典型的特
徴
4、5. 罐

図 10-3　元青花、釉裏紅瓷器に
頻繁に用いられる海水文（波濤文）
6. 盤辺　7. 罐頸

図 10-4　元青花魚蓮弁文の典型
的特徴
8、9. 頸

（著者作図）

10-11　元青花孔雀洞石牡丹文大
罐（大英博物館蔵）
10-12　元青花纏枝牡丹文獣耳蓋
付罐（1973 年安徽省蚌埠東郊曹
山南坡明洪武二十八年（1395）
湯和墓出土（蚌埠市博物館蔵）
10-13　重要文化財 元青花魚藻
文罐（大阪市立東洋陶磁美術館蔵

〈写真 六田知弘〉）

11
12

13
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年表

中国陶瓷史に関する出来事 中国に関する出来事 中国国外等に関する出来事

前18000頃
土器の出現（江西省万年県仙人洞遺跡）

地下式窯による土器焼成
彩陶や紅陶、白陶の製作
黒陶、灰陶の製作

半倒焔式窯の出現
原始瓷器の出現
（二里頭遺跡二里頭文化期）

湖北省盤龍城、福建省武夷山などの地域で龍窯の原初的構造の窯が出現

瓦の発見
（�西周の発祥の地である陝西省扶風岐山�
周原遺址で最古期の瓦が多数発見）

江南地方などで青銅器を模倣した倣銅陶礼器が大量に焼造される

鉛釉陶器の出現
　緑釉蟠螭文壺（米・ネルソンギャラリー蔵）

始皇帝・兵馬俑

緑釉・褐釉陶の生産が活発になる

150〜 200年頃にかけて青瓷が増加
釉下彩瓷器（東呉・大行宮地区）

華北地域での青瓷生産が盛んになりはじめる
6世紀後半（北斉〜隋初）
この頃華北地域で白瓷が出現しはじめる
583（隋・開皇3、陳至徳１）
陳の命により景徳鎮で陶瓷を造り建康に貢す（『江西通史』）

618（武徳１）
このころ昌南鎮の陶玉なる者、仮玉器をつくり、朝廷に貢す（『浮梁県
志』）

この頃、唐三彩の焼造が盛んとなる
712（先天１）
左史郎中唐昭、明器の製作はすべて令式にするよう請願（『旧唐書』）

741（開元 29）
明器の数を減らし、金銀器などでなく素瓦を使用するよう詔勅がださ

磁山、裴李岡文化（前8000頃）
仰韶文化、河姆渡文化（前5000頃）

龍山文化（前2500頃）

二里頭文化（前1900頃）
　青銅容器の製作

商（殷）王朝（前1500頃）
　甲骨文字の発明

周王朝（前1046）

春秋時代（前770〜前 403）
孔子誕生（前551頃）

戦国時代（前403〜前 221）

秦、中国統一（前221〜前 206）
　文字・度量衡・貨幣の統一

前漢（前206〜 8）
　司馬遷『史記』完成（前91）
　仏教伝来（紀元前後）

後漢（後25〜 220）
　�光武帝、倭人に「漢倭奴国王」印を授与（57）

　黄巾の乱（184）

三国（魏呉蜀）時代（220）

西晋建国（265）
晋、中国統一（280〜 316）
五胡十六国時代（304〜 439）

東晋建国（317〜 420）

北魏平城に遷都（398）
北魏、華北統一（439）
　雲岡の石仏完成
　陳寿（西周）、『三国志』を記述

隋、建国（581）

唐、建国（618）

唐・玄宗皇帝（在位：712〜 756）

ヤンガードリアス期（前12000〜 9500頃）
（日）縄文時代草創期（前11000頃）
ヒプシサマール期（前7000〜 5000頃）
メソポタミア文明（前5500頃）
エジプト初期王朝時代（前3100頃）
インダス文明（前2500頃）

ヒッタイト、オリエントで鉄器使用（前1232）

ブッダ誕生（前563頃）
（日）弥生文化（前500年頃。諸説あり）

アレクサンドロスの東方遠征（前 334 〜前
324）
ポエニ戦争（前264）

カルタゴ滅亡（前146）
（朝）新羅、建国（前57）
（朝）高句麗、建国（前37）
（朝）百済、建国（前18）

キリスト誕生（後４頃）
ローマ・インド間の貿易が盛行（53頃）

ガンダーラ美術隆盛（151）

（日）卑弥呼が魏に使を遣わす（238 あるい
は239）

ミラノ勅令（313）

（朝）百済に仏教伝来（384）
ローマ帝国、東西分裂（395）

西ローマ帝国滅亡（476）
（日）日本に仏教伝来（552）

（日）聖徳太子の摂政（593）
（日）第１回遣隋使608）
イスラム教成立（610）
玄奘、インド訪問（629）
（日）第１回遣唐使（630）
（日）大化の改新（645）
ササン朝滅亡（654）
（朝）新羅、三国統一（678）
（日）平城京遷都（710）
（日）『古事記』成立（712）
（日）『日本書紀』成立（720）

中国古陶瓷用語対応表（中―英―日） 697

中国語 英語 日本語
印花 stamped （or impressed） decoration 印花。型押しによる装飾技法 いんか
影青瓷（青白瓷） yingqing ware；bluish-white porcelain 影青磁（青白磁） いんちんじ（せいはくじ）
印纹硬陶 hard pottery with impressed design 印文硬陶 いんもんこうとう
印纹陶 impressed pottery 印文陶 いんもんとう
画花（彩花） painted decoration 絵付けによる装飾。彩画

＊日本語の画花は劃花などの彫り文様を指す
えつけ。さいが

圆器 round vessels, i.e. vessels shaped by the potter’s 
wheel

円器。『景徳鎮陶録』の中に見られる用語。轆轤作りの後、型
打ち成形した盤・碗・杯・小皿などのことを指す

えんき

铅釉陶 lead-glazed pottery 鉛釉陶 えんゆうとう
覆烧 the firing technique of placing vessels like bowls 

and dishes upside-down on kiln furniture
覆焼。あるいは伏焼 おおいやき。ふせやき

高岭土 kaolin カオリン土 かおりんど
划花 incised decoration 劃花 かっか
花釉瓷 speckle-glazed porcelain 花釉瓷。唐代に河南周辺で焼造された製品で宋代に流行。二種

類の異なる金属製酸化物を呈色材として用いて、重ね掛けし、
高火度焼成している。河南魯山窯などが著名

かゆうじ

还原焰 reducing flame; reduction firing 還元焔 かんげんえん
官窑 official kiln(ware); imperial kiln 官窯 かんよう
夹砂灰陶 gray pottery mixed with sand 夾砂灰陶 きょうさかいとう
仰烧 the firing technique of stacking vessels like bowls 

and dishes uprightly (with separating pads inside 
each bowl)

仰焼。器物の高台の裏にリング状の墊餅をおいて（重ねたりし
て）焼成する技法

ぎょうしょう

绞胎 marbled body; marbled 絞胎。練り込み。練り上げ こうたい。ねりこみ。ね
りあげ

绞釉 marbled glaze 絞釉 こうゆう
黑瓷 black porcelain; black ware 黒磁 こくじ
黑陶 black pottery 黒陶 こくとう
刻花 carved decoration 刻花 こっか
细（粗）砂陶 fine （coarse） sandy clay ware 細（粗）砂陶器 さい（そ）さいとうき
彩瓷 decorated（painted）porcelain 彩磁 さいじ
彩陶 painted pottery; polychrome pottery 彩陶。彩文土器 さいとう。さいもんどき
氧化焰 oxidizing flame; oxidization firing 酸化焔 さんかえん
瓷器 porcelain; ceramics; china 磁器。中国では釉薬のかかったものは瓷器と称しており、日本

における陶器から磁器を含む広い概念である
じき

紫金土 zijin clay; reddish purple clay 紫金土 しきんど
紫砂 zisha (Yixing); purple stoneware; red ware; red 

stoneware
紫砂（宜興産）。朱泥 しさ。しゅでい

瓷土 Kaolin 磁土。カオリン じど
镂雕 Openwork 透彫り すかしぼり
青花瓷 blue-and-white porcelain 青花磁 せいかじ
青瓷 celadon; greenware 青磁 せいじ
青白瓷 bluish-white porcelain 青白磁 せいはくじ
釉陶 glazed pottery; glazed stoneware 施釉陶器 せゆうとうき
剪纸贴花 applied paper-cut design; resist-decorated; paper-cut 剪紙（切紙）型抜 せんしかたぬき
棕眼 zongyan, small holes on the surface of porcelain 

due to the excessive water content in the glaze, 
typical in Xuande period

棕眼。主に明宣徳紅釉器の釉面にみられるミカンの皮の表面に
見られるような小さい粒の状況を指す

そうがん

陈设瓷 ornamental ware 装飾品 そうしょくひん
琢器 carved vessels, i.e. vessels of irregular shapes 

which are not produced by the potter’s wheel
琢器。一度の轆轤成形で成形できない器物をさす用語。瓶、尊、
罐（壺）等のことを指す

たくき

脱胎 wares with thin bodies; extremely thin-bodied 
porcelain 

脱胎。極めて薄く成形した素地 に釉 をかけて磁器を作ること。
また、その磁器

だったい

贴花 applied decoration; appliegué 貼花。貼り付け文様 ちょうか
雕花 carved decoration 彫（雕）花 ちょうか
剔花 engraved decoration; sgraffito 剔花。掻き落とし てきか、かきおとし
赤陶 terracotta テラコッタ てらこった
陶器 pottery; earthenware 陶器 とうき
陶土 pottery clay 陶土 とうど
薄胎瓷（陶） egg-shell porcelain（pottery） 薄胎磁（陶） はくたいじ（とう）
白陶 white pottery 白陶 はくとう
白瓷 white porcelain 白磁 はくじ

❖古陶磁用語

中国古陶瓷用語対応表（中―英―日）

第
一
章
　
陶
器
の
起
源

第
二
章
　�

新
石
器
時
代
に
お
け
る
陶
器
の
分

布
と
編
年

　�

黄
河
流
域
の
新
石
器
時
代
陶
器
／
長
江
流

域
の
新
石
器
時
代
陶
器
／
そ
の
他
の
地
区

の
新
石
器
時
代
の
陶
器
／
新
石
器
時
代
陶

器
の
製
作
と
焼
成
方
法
／
新
石
器
時
代
陶

器
の
造
形
と
装
飾
芸
術

第
三
章
　�

夏
商
周
時
期
の
主
要
な
製
陶
工
芸

技
法

　�

夏
代
に
出
現
す
る
灰
陶
、
黒
陶
と
白
陶
／

中
原
地
区
に
お
け
る
商
代
陶
器
の
主
要
な

発
展
／
そ
の
他
の
地
方
色
の
強
い
青
銅
器

時
代
の
陶
器
／
戦
国
時
期
の
特
に
芸
術
的

な
陶
器

第
四
章
　�

秦
漢
時
期
に
お
け
る
陶
器
の
発
展

と
瓷
器
の
出
現

　�

秦
代
大
型
陶
俑
の
焼
成
／
豊
富
で
多
彩
な

陶
器
／
後
漢
に
お
け
る
瓷
器
の
焼
成
／
漢

代
陶
瓷
工
芸
の
到
達
点

第
五
章
　
魏
晋
南
北
朝
時
期
の
陶
瓷

　�

三
国
、
両
晋
時
期
の
青
瓷
／
六
朝
青
瓷
と

彩
釉
瓷
器
／
魏
晋
南
北
朝
瓷
器
の
造
形
と

文
様

第
六
章
　
隋
代
陶
瓷
の
普
及
と
向
上

　�

白
瓷
の
焼
成
の
成
功
／
著
名
な
青
瓷
の
窯

／
隋
代
青
瓷
の
主
要
な
特
徴
／
隋
代
陶
瓷

工
芸
の
特
色

第
七
章
　
唐
代
陶
瓷
の
輝
き
と
到
達
点

　�

南
方
・
北
方
の
青
瓷
の
代
表
的
な
窯
／
南

北
地
方
の
白
瓷
の
著
名
な
窯
／
独
樹
一
幟

（
独
自
に
一
派
を
打
ち
立
て
た
）
の
唐
三

彩
／
唐
・
五
代
時
期
の
陶
瓷
工
芸
の
主
要

な
到
達
点
／
唐
、
五
代
時
期
に
お
け
る
陶

瓷
器
の
対
外
輸
出
／
伝
説
中
の
五
代
名
瓷

―
柴
窯
器

第
八
章
　
宋
代
陶
瓷
の
高
峰

　�

定
窯
及
び
そ
の
類
型
／
磁
州
窯
及
び
類
型

／
汝
窯
及
び
そ
の
類
型
／
鈞
窯
／
耀
州
窯

及
び
類
型
／
景
徳
鎮
及
び
そ
の
類
型
／
建

窯
及
び
そ
の
類
型
／
龍
泉
窯
及
び
そ
の
類

型
／
哥
窯
及
び
そ
の
問
題
／
官
窯
及
び
そ

の
問
題
／
宋
代
製
陶
工
芸
の
主
要
な
到
達

点
／
宋
代
陶
瓷
器
の
対
外
輸
出
と
製
作
技

術
の
伝
播

第
九
章
　�

遼
金
西
夏
陶
瓷
の
民
族
風
格
（
民

族
的
雰
囲
気
）

　�

遼
・
金
陶
瓷
の
主
要
産
地
／
遼
・
金
遺
址

と
墓
葬
出
土
の
陶
瓷
器
／
遼
・
金
陶
瓷
の

特
徴
／
西
夏
陶
瓷
の
歴
史
概
況

第
十
章
　
新
し
い
道
を
開
い
た
元
代
瓷
器
　

　�

景
徳
鎮
及
び
そ
の
類
型
／
龍
泉
窯
及
び
そ

の
類
型
／
磁
州
窯
及
び
そ
の
類
型
／
鈞
窯

及
び
鈞
窯
類
型
／
そ
の
他
の
地
方
名
窯
／

琉
璃
器
の
製
作
／
元
代
陶
瓷
器
の
国
内
流

通
と
対
外
輸
出

第
十
一
章
　
明
代
陶
瓷
業
の
斬
新
な
様
相

　�

景
徳
鎮
窯
の
突
出
し
た
発
展
／
そ
の
他
の

地
方
窯
の
生
産
状
況
／
明
代
陶
瓷
工
芸
の

主
要
な
到
達
点
／
明
代
陶
瓷
器
の
造
形
と

装
飾
／
明
代
陶
瓷
器
と
技
術
の
対
外
交
流

第
十
二
章
　
清
代
陶
瓷
業
の
繁
栄

　�

地
方
名
窯
の
概
況
／
景
徳
鎮
窯
の
復
興
と

発
展
／
清
代
陶
瓷
器
の
造
形
と
装
飾
／
清

代
陶
瓷
と
技
術
の
伝
播
／
清
末
民
初
（
清

代
末
期
か
ら
民
国
初
期
）
の
陶
瓷
業

付
録

　
年
表

　
中
国
古
陶
瓷
用
語
対
応
表（
中

−

英

−

日
）

【75% 縮小】

【36% 縮小】

【36% 縮小】 【36% 縮小】

【36% 縮小】
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